
講義科目名称： ボランティア活動

英文科目名称： Introduction for Volunteer

2230600500授業コード：

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分

担当教員

通年 1－4学年 １単位 自由選択

◎原等子

添付ファイル

授業種類

　通年 15時間
　　【開講】　　【授業時間】

　【氏名】 【研究室】
◎原 等子 303

【メールアドレス】 

実務経験のある教員が担当します

【担当教員】

専門科目
【本学の科目区分】

【保健師助産師看護師学校養成所指定規則に定める種類】

【ＤＰ１】【ＤＰ２】【ＤＰ３】【ＤＰ４】【ＤＰ５】【ＤＰ６】【ＤＰ７】
　　○　　　　　　　　　◎

到達目標 １．ボランティア活動の原点と現在の多種多様なボランティア活動の現状を学ぶ。
２．ボランティア・コーディネートの役割を理解する。
３．人々の日々の暮らしと生活、社会活動におけるボランティア活動の意義と、保健医療福祉のかかわり、看
護職としてかかわる必要性について考えることができる。

授業概要 様々なボランティア活動の実践などを通じて、ボランティア活動の社会への意義を考えることができる。その
ために必要な基本的な作法と姿勢を学ぶ。また、看護職や専門職のボランティアへのかかわり、関与のあり
方、ボランティア・コーディネートの重要性と役割を学ぶ。

授業計画 1 授業内容
授業形態：対面授業
学習課題：ボランティアの基本
学習内容：1.ボランティアの基本

2.ボランティア活動とは
備考：原

2 授業内容
授業形態：対面授業
学習課題：ボランティア活動の心構え
学習内容：1.ボランティア活動を始めるには

2.ボランティア・マナー
3.地域とボランティア

備考：ゲスト
3-5 授業内容

授業形態：実践
学習課題：ボランティア活動
学習内容：3回以上のボランティア活動を実践

ボランティア活動報告の提出
備考：

6-8 授業内容
授業形態：グループワーク
学習課題：ディスカッション

ボランティア活動と保健医療福祉
学習内容：1.ボランティア活動の学びの整理

2.看護職とボランティアについて考える
備考：原

事前・事後学習 自分のボランティアへのイメージを考えてみよう。
関心のある領域の本や出来事について調べてみよう。
その領域でどんなボランティア活動があるのか調べてみよう。
ボランティアは単発でもできるけど、継続することで地域の力になる。
継続してかかわり続けることのできるテーマにも取り組んでみよう。
自分の生活や健康を害することなく、無理せず続けることのできることを考えていこう。

評価方法、評価基
準

3回以上のボランティア活動の記録(50％)、
講義やボランティア活動、ディスカッションを含めた学びレポート（50%）により評価する。

必携図書 なし



参考図書・資料等 講義時に提示する

受講、課題、資料
配布等のルール

既定のレポートの提出およびディスカッションの参加をもって単位を認定します。

教員からのメッ
セージ

レッツボランティア
4年間通年科目であり、学年を超えた経験交流もできます。
先輩たちの体験もたくさん聞いて、地域の人とたくさん触れ合い、経験値を高めよう。

オフィスアワー


